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住宅の温かさ・涼しさに関する躯体性
能は、建築物省エネ法で定めるUA値・
ηA値で評価され住宅省エネラベル
（BELS）でも活用されています。

背景①

UA値・ηA値は各々、保温性能を表す

外皮平均熱貫流率、日射による熱流入
を表す平均日射熱取得率と言い、熱設
計を行う側には使いやすい指標ですが
少々専門的な指標であるとも言えます。

背景②

住宅省エネラベル（BELS）では、
UA値を指標として家の断熱性能が
表示されています。

UA値の定義
室内外温度差が１℃の時に
どの程度の熱が逃げていくのか？

ηA値の定義
日射量が1W/㎡の時に
室内にどの程度の熱が
入ってくるのか？
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ZEHや目安光熱費などわかりやすい

指標があるため、高性能化にかかる費
用UPなどの理解が得やすい現状があり
ます。

背景③

温かさ・涼しさの躯体性能指標は、
少々専門的でわかりにくく、施主の理解
が得にくいのが現状です。一方、居住後
のアンケートでは部屋の寒さに対する不
満が多いと言う結果があります。

背景④

目安光熱費
１年間にかかる光熱費が
示される。

ZEH
（Zero Energy House)
太陽光発電の活用に
よりエネルギーの購入
量ゼロを目指す。わかりやすい！

出典：
（株）ＬＩＸＩＬ住宅研究所「賃貸住宅の不満に関する調査報告」, 2015.6

実際は？

居住後の調査では
音問題に次いで
室内環境（寒さ）への
不満が多い！
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居住者の高齢化に伴い、より良い住
環境が求められています。冬のヒート
ショックや、夏の高温化による室内熱中
症のリスク低減も需要な課題です。

背景⑤

施主・住まい手に、高性能な躯体性能
を持つ住宅の価値をわかりやすく伝える
ための直感的な指標の開発が求められ
ています。

背景⑥

全国の熱中症による救急搬送状況

令和7年9月15日～9月21日（速報値）

「高齢者の事故に関するデータとアドバイス等」消費者庁から抜粋

交通事故よりも
住居内の溺死・溺水が
多い

熱中症の多くは
住居内で起きている

一般的な住宅との比較

住戸位置による比較

プランの違いによる比較
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UA値やηA値は、表計算ソフト等で簡
単に計算できます。

室温等の計算は躯体・室内等さまざま
な部分の熱バランスを解く必要がある専
門的な解析が必要で、住宅の実務では
ほとんど活用されていません。

概要①

建築研究所では、入力が簡単で設計
者が実務でも使うことができる暖冷房負
荷・室温計算に関する独自ソフトウェア
を開発しました。

概要②

室温計算は、躯体・室内・地盤などの熱バランスを
時々刻々解くことが求められる。
入力の手間も大変！

参考として
URL（作成中）

開発した暖冷房負荷・室温計算ソフト入力・出力画面

外皮計算のシート
多くの場合、計算方法は
表計算ソフトを用いて
提供されている。

新しい計算ソフ
トの公開ページ
（イメージ図）



7

この計算ソフトは時間帯※ごとに温湿
度や表面温度など、多様な室内環境指
標を詳細に計算できます。 ※15分ごとなど

概要③

しかし、計算結果は膨大で、そのまま
では住まい手に伝わりにくいため、今年
度から、住宅メーカーや住宅設計実務
者と意見交換しながら、誰もが理解でき
る形に整理・検討し、設計段階で快適性
を直感的に示す新たな指標を開発しま
す。

概要④

意見交換

計算できる主なパラメータと
それによって評価可能になる機器
・室内温度・湿度（除湿や潜熱交換など）
・表面温度（躯体近傍のコールドドラフト・結露など）
・窓・躯体など各部位を移動する熱流量
・PMV（居住者の温熱感）
・居室の温度のセンサリング（全館空調などの制御）

建築研究所

設計実務者
ハウスメーカー・工務店等

有識者
大学・コンサルタント

意見交換会・シンポジウム等を
通じた情報交換

2025年 2026年 2027年

指標の
提案・整理

指標の実装と
テスト使用



• 本シンポジウムを通じて聴講者の皆様との双方向のやりとりをさせて頂け
ればと思います。

• 室内環境の良さ（あるいは「悪いくないこと」）を、施主等に伝えるための手
段として、どういう表現方法（指標など）があるかを一緒に考えていきたいと
思います。

• ここで扱う範囲
• 室内環境は、熱・湿気環境、光環境を主としますが、温度・湿度・照度のように定量

化しやすい指標に加えて、「解放感」や「ここちよい空間」など、定量化が難しい項目
についても対象にします。

• 室内環境を中心としますが、ここちよい室内環境を形成するためには、少し周囲の
状況（相隣環境）つまり、敷地の特性なども重要です。良好な室内環境を形成する
ための、あるべき敷地の状態についても議論の対象にします。

• 建物は住宅を中心としますが、加えて、高齢者のための施設（老健施設など）、年少
者のための施設（幼稚園、保育所、学校など）も対象とします。

• 双方向のやり方について
• 基本的にはアンケートを通じて皆様から頂いたご意見を取りまとめ、それについてさ

らにご意見を頂くというように、何回かに分けたやりとりを考えていますが、それ以外
にも様々なツールを活用して意見収集をさせて頂き、なるべく実務の方が使いやす
い成果にしたいと考えています。積極的にアンケートにご協力頂ければ幸いです。

• シンポジウムの今後
• 本シンポジウムは２～３年程度を目途に、１年につき２～３回程度で開催するシリー

ズものを考えています。
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